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DG : Distributed Generator
PCS: Power Conditioning System
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FRT: Fault Ride Through
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FRT: Fault Ride Through
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MPPT: Maximum Power Point Tracker
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LVRT: Low Voltage Ride Through
UVR: Under Voltage Relay
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複数台連系を前提とした認証試験

能動的方式相互干渉
による単独運転継続

不要一斉解列による
系統周波数低下

分散型電源と線路負荷バランス時の
受動的方式不動作による

高低圧混触事故保護の困難化

太陽光発電システムの複数台連系試験技術研究委員会における検討

能動的方式の高速化 相互干渉のない能動的方式

電力品質確保に係る系統連系技術要件ガイドライン 系統連系規程

集中連系に
よる影響

・系統擾乱時の運転継続
・瞬時電圧低下発生後、高速出力復帰

・ＰＣＳに要求されるＦＲＴ能力レベル
・ＰＣＳ側で対応できる技術的限界

・分散型電源と線路負荷バランス時の単独運転を高速に検出するための能動的機能（ステップ注入）
・周波数変化を利用した能動的機能（周波数フィードバック）

必要機能

開発技術

周波数変化助長機能試験

ステップ注入動作

機能の確認方法

瞬時電圧低下試験周波数変動試験複数台連系時単独運転検出機能試験

試験台数、回数 系統インピーダンス 回生負荷

・多数台連系の模擬に必要な台数・系統インピーダンス・回生負荷
・実配電系統での検出時間の評価に必要な試験回数

擾乱時運転継続 高速出力復帰

系統擾乱時の
周波数変動様相

瞬低の耐量と
復帰時間・出力

単独運転検出時間注入時間・注入量 ＰＣＳ動作 ＰＣＳ動作・出力

分科会２

試験方法

確認事項

規程類
改定

大量連系に
よる影響

「集中連系型太陽光発電システム実証研究」（平成1４～19年度 NEDOプロジェクト）

新型単独運転検出装置開発

分科会１

・能動的方式の高速化に伴う受動的方式との役割分担について（単独運転検出装置の有効性を高めるため，従来通り両方式を組合せて使用。動作時限等変更．）
・単独運転検出装置の高速動作とＦＲＴ要件との両立性について（実機試験により確認）

現行運用
受動的方式や逆変換装置の制御
によるゲートブロックで対応

任意認証制度外での実機組み合わせ試験
により単独運転検出機能動作確認実施

系統連系保護装置認証制度

大量連系時の影響について検討追加

技術調査

分科会１，２
相互検討

必要機能

多数台連系実験設備の構築（最大３０台連系可）設備構築

任意認証制度

資料7 P5の詳細資料
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